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特集 / 耳鼻咽喉科とフレイル
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	 699 フレイルの診断基準と疫学 .... 前田　圭介

フレイルの検出
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	 713 高齢者の食事とフレイル ........ 大久　朋子

	 717 生活習慣病とフレイル ............ 杉本　　研

フレイルの予防
	 722 運動によるフレイル予防： 

運動プログラム（FITT‒VP）を 

どう考えるか ................................ 石井好二郎

	 727 フレイルの予防における栄養の 
基盤的役割－日本人の食事摂取基準 

2025年版を踏まえて－ ................ 榎　　裕美

	 731 社会参加によるフレイル予防 
 ...................................................... 田中　友規

■各　論■
	 735 フレイル，サルコペニア ........ 荒井　秀典

	 740 フレイルと転倒・骨折 ............ 佐野　博高

	 745 認知的フレイル（コグニティブ 
フレイル） ................................... 神﨑　恒一

	 749 心理的フレイルとうつとの関連 
－定義・評価・機序・臨床的意義－ 

 ...................................................... 辻下　聡馬

フレイル研究の最前線
	 753 バイオマーカー候補になる 

血中の老化関連因子 ................ 重水　大智

	 756 AI健康アプリによる社会的 
フレイルの予防 ......................... 林　　知里

■耳鼻咽喉科および関連領域のフレイル■
	 759 きこえとフレイル .................... 栗岡　隆臣

	 762 平衡機能のフレイル 
（運動療法を含めて） ................ 北原　　糺

	 767 鼻・嗅覚機能のフレイル ........ 都築　建三

	 771 高齢期口腔機能管理の視点： 
オーラルフレイル ......................... 平野　浩彦

	 776 のどフレイル－咽頭期嚥下の 

フレイルに対する新しい概念－ .... 熊井　良彦

	 779 アイフレイル ............................. 辻川　明孝
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	 789 咽頭も挙上する ............................................................................ 唐帆　健浩

■ ABR－深く理解し，正しく判定するために－

	 792 ミスマッチネガティビティ ....................................................... 加我　牧子

■ わたしの研究歴
	 796 音声・気道再生・聴覚研究－来たバスに乗ってきた－ ............ 大森　孝一

■ 症例をどうみるか
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